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■
わ
た
し
も
つ
か
え
る
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ

日
程

○
９
月　

日
�
午
後
１
時　

分
〜

２１

３０

○
９
月　

日
�
午
前　

時
〜

２８

１０

○　

月
５
日
�
午
後
１
時　

分
〜

１０

３０

 　

撮
影
会
（
松
合
方
面
）

○　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１１

１０

　

作
品
鑑
賞
会

○　

月　

日
�
午
後
１
時　

分
〜

１０

１９

３０

　

作
品
鑑
賞
会
、
パ
ソ
コ
ン
修
正

講
師　

小
崎
宇
一
氏

費
用　

材
料
費
の
み
５
０
０
円
程
度

持
参
す
る
物　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

定
員　

先
着　

人
２０

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
窓
口
で
受

け
付
け
ま
す
。

■
誰
に
で
も
簡
単
に
で
き
る　

木
版

の
絵
手
紙
つ
く
り

期
日　
　

月
７
日
�
・　

日
�
、　

１０

２１

１１

月
４
日
�
・　

日
�
、　

月
２
日
�

１８

１２

時
間　

午
後
１
時　

分
〜

３０

講
師　

浜
田
隆
樹
氏

費
用　

材
料
費
の
み
５
０
０
円
程
度

持
参
す
る
物　

メ
モ
ノ
ー
ト
、
エ
プ

不
知
火
美
術
館

不
知
火
美
術
館
短
期
講
座

ロ
ン
、
お
持
ち
の
木
版
画
用
具

定
員　

先
着　

人
程
度

１０

申
込
方
法　

９
月　

日
�
か
ら
電
話

１６

ま
た
は
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

場
所　

不
知
火
美
術
館
ア
ト
リ
エ

�申
 

・
�問
 
　

不
知
火
美
術
館

�
３
２
―
６
２
２
２

 　

市
で
は
公
共
水
域
な
ど
の
水
質
汚

濁
を
防
止
す
る
目
的
で
合
併
処
理
浄

化
槽
を
設
置
し
た
人
に
、
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
中
に
合
併
処
理
浄
化

１８

槽
の
設
置
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
土

木
部
下
水
道
課
に
ご
相
談
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
支
所
水

道
課
で
も
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

交
付
対
象

①
公
共
下
水
道
・
特
環
公
共
下
水

道
・
流
域
下
水
道
の
認
可
計
画
区

域
外
に
設
置
す
る
人

②
集
落
排
水
区
域
外
に
設
置
す
る
人

③
前
記
の
区
域
外
で

・
単
独
処
理
浄
化
槽
を
合
併
処
理
浄

化
槽
に
設
置
変
更
す
る
人

下
水
道
課

合
併
浄
化
槽
設
置
の
補
助
制
度

・
く
み
取
り
便
槽
を
合
併
処
理
浄
化

槽
に
設
置
変
更
す
る
人

・
新
築
の
家
に
設
置
す
る
人

補
助
金
限
度
額
（
１
基
当
た
り
）

・
５
人
槽　
　
　
　

万
２
０
０
０
円

３４

・
６
〜
７
人
槽　
　

万
４
０
０
０
円

４１

・
８
〜　

人
槽　
　

万
７
０
０
０
円

１０

５３

※
平
成　

年
度
の
補
助
金
の
交
付
基

１８

数
の
残
基
数
（
８
月
末
現
在
）
は
、

５
人
槽　

基
、
７
人
槽　

基
、　

４１

４９

１０

人
槽
１
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
補
助
金
の
交
付
は
設
置
竣

工
検
査
後
に
な
り
ま
す
。

�問
 
　

下
水
道
課
（
松
橋
町
東
松
崎
７

０
１
―
１
・
松
橋
不
知
火
浄
水
管
理

セ
ン
タ
ー
内
）

�
３
２
―
１
０
２
０（
内
線
２
０
８
）

 　

松
橋
町
文
化
祭
に
作
品
を
展
示
し

ま
せ
ん
か
。

期
日　
　

月
３
日（
祝
・
金
）・
４
日
�

１１

展
示
会
場　

ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ

対
象
作
品　

絵
画
、
書
道
そ
の
他
美

術
文
芸
作
品 松

橋
公
民
館

文
化
祭
一
般
の
部
作
品
募
集

申
込
期
限　
　

月　

日
�

１０

２０

�申
 

・
�問
 
　

松
橋
公
民
館

�
３
２
―
１
０
８
０

 　

ジ
ェ
ト
ロ
認
定
貿
易
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
、
貿
易
実
務
の
基
礎
を
解
説

し
ま
す
。
ま
た
、
個
別
相
談
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ト
ロ
熊
本

貿
易
実
務
研
修
・
個
別
相
談
会

内
容　

講
義
「
基
礎
か
ら
学
ぶ
輸
出

入
実
務
の
流
れ
」
お
よ
び
個
別
貿
易

相
談
会

期
日　
　

月
４
日
�

１０

時
間　
　

時
〜
午
後
３
時

１０

場
所　

宇
城
市
役
所
１
階
会
議
室

参
加
費　

無
料

定
員　

先
着　

人
１５

申
込
期
限　
　

月
２
日
�

１０

�問
 
　

ジ
ェ
ト
ロ
熊
本

�
０
９
６
―
３
５
４
―
４
２
１
１

うう
きき
うう
きき
イイ
ンン
フフ
ォォ
メメ
ーー
シシ
ョョ
ンン

　８月２０日、「第７回ＷＩＮＧピアノフェスティ

バル」がウイングまつばせで開催され、宇城市内

外から４７組５１人が参加。文化ホールステージを

使って、ソロまたは連弾などでそれぞれの持ち曲

が披露されると、観客席から惜しみない拍手が送

られました。「ピアノを弾いたり歌ったりするこ

とが大好き。初めてなので緊張していますが、一

生懸命演奏したい」と最年少で参加した４歳の木

下稚菜ちゃん（松橋町久具）。２部のトップバッ

ターを務め、「ありさんの木のぼり」を元気いっ

ぱい演奏しました。

約50人がピアノの腕前を披露約50人がピアノの腕前を披露
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熊
本
県
行
政
書
士
会
で
は
、
毎
年

　

月
を
「
行
政
書
士
制
度
強
調
月

１０間
」
と
し
て
、
行
政
書
士
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次
の
と
お

り
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
行
政

書
士
に
は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
内
容

①
各
種
許
認
可
・
登
録
に
関
す
る
こ

と
（
建
設
業
、
運
送
業
、
風
俗
営

業
等
の
営
業
許
可
、
開
発
・
農
地

転
用
・
帰
化
等
の
許
可
、
車
庫
証

明
お
よ
び
車
両
登
録
、
外
国
人
登

録
な
ど
）

②
会
社
・
医
療
法
人
・
協
同
組
合
等

の
法
人
設
立
に
関
す
る
こ
と

③
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ
と

④
経
理
記
帳
・
内
容
証
明
書
・
契
約

書
の
作
成
に
関
す
る
こ
と

■
電
話
無
料
相
談
会

　

行
政
書
士
の
業
務
に
関
し
、
熊
本

県
行
政
書
士
会
が
電
話
で
相
談
に
応

じ
る
も
の
で
す
。

期
日　
　

月
２
日
�

１０

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

�
０
９
６
―
３
８
５
―
７
３
０
０

■
街
頭
無
料
相
談
会

　

電
話
で
の
相
談
が
難
し
い
ケ
ー
ス

や
ご
来
場
い
た
だ
け
る
皆
さ
ま
へ
専

熊
本
県
行
政
書
士
会

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

門
の
行
政
書
士
が
直
接
面
談
し
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。

期
日　
　

月　

日
�
・　

日
�

１０

１９

２０

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

場
所　

熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
地
階

「
観
音
の
泉
前
広
場
」（
熊
本
市
桜
町
）

�問
 
　

熊
本
県
行
政
書
士
会
事
務
局

�
０
９
６
―
３
８
５
―
７
３
０
０

 　

栄
町
獅
子
組
で
は
、
松
橋
神
社
秋

季
例
大
祭
で
奉
納
す
る
「
栄
町
の
獅

子
舞
」（
市
無
形
民
俗
文
化
財
）
の

ぼ
た
ん
引
き
の
稚
児
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
ぼ
た
ん
引
き
は
、
無
病
息
災
、

家
内
安
全
を
祈
願
し
て
、
雌
雄
の
獅

子
と
一
緒
に
ぼ
た
ん
車
を
引
い
て
神

幸
行
列
に
続
く
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　
　

月
９
日（
祝
・
月
）

１０

時
間　

午
前
８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１０

２０

コ
ー
ス　

松
橋
神
社
鳥
居
前
集
合
〜

旧
四
つ
角
〜
新
四
つ
角
〜
お
が
た
タ

ク
シ
ー
前

募
集
対
象　

幼
稚
園
児
前
後
で
、
七

五
三
、
お
祝
い
の
着
物
な
ど
ど
ん
な

服
装
で
も
参
加
可
。
当
日
は
付
き
添

い
の
方
も
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

奉
納
（
参
加
）
料　

無
料
（
花
笠
貸

与
、
菓
子
・
飲
み
物
支
給
）

定
員　

先
着　

人
５０

申
込
期
限　
　

月
８
日
�
正
午

１０
栄
町
獅
子
組

栄
町
の
獅
子
舞
ぼ
た
ん
引
き
募
集

�申
 

・
�問
 
　

松
橋
町
５
区
（
栄
町
）
区

長
・
酒
井
誠
二

�
３
２
―
１
２
２
９

 　

地
域
の
高
齢
者
の
方
に
、
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間

づ
く
り
な
ど
の
社
会
参
加
を
進
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
そ
の
指
導
者
と
な

ら
れ
る
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
た
め
の
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

期
間　
　

月
７
日
�
〜　

日
�
の
４

１１

１０

日
間

受
講
対
象　

原
則
と
し
て　

歳
以
上

５０

で
、
日
常
的
に
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し

て
お
り
、
講
座
受
講
後
に
シ
ニ
ア
Ｉ

Ｔ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
を
行
う
意

欲
の
あ
る
人

�問
 
　

県
高
齢
者
支
援
総
室

�
０
９
６
―
３
３
３
―
２
２
１
５

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/

 
期
日　
　

月　

日
�
・　

日
�
（　

１０

１５

２２

２９

日
�
予
備
日
）

場
所　

岡
岳
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
豊
福
グ

ラ
ウ
ン
ド

チ
ー
ム
定
数　

先
着　

チ
ー
ム

１２

参
加
費　

１
チ
ー
ム
６
０
０
０
円

県
高
齢
者
支
援
総
室

シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

松
橋
町
野
球
協
会
事
務
局

第
５
回
松
橋
町
秋
季
軟
式
野
球
大
会

申
込
方
法　

事
務
局
備
え
付
け
の
参

加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　
　

月　

日
�

１０

１０

�申
 

・
�問
 
　

松
橋
町
野
球
協
会
事
務
局

浦
田
敬
介

�
０
９
０
―
８
７
６
６
―
７
０
６
５

池
田
真
一

�
０
９
０
―
９
５
９
１
―
３
６
１
４

 　

曲
野
神
社
奉
納
相
撲
大
会
で
行
う

「
赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
」
や
「
幼
稚

園
・
小
学
生
相
撲
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格　

市
内
外
を
問
わ
ず

日
時　

９
月　

日（
祝
・
土
）午
前　

２３

１０

時
〜

場
所　

松
橋
町
曲
野
神
社
境
内

内
容

○
赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
…
当
日
午
前

９
時
受
付
。
ま
わ
し
用
の
さ
ら
し

３
ｍ
程
度
と
紅
白
鉢
巻
き
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
費

（
奉
納
料
）
と
し
て
３
０
０
０
円

を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

○
幼
稚
園
・
小
学
生
相
撲
…
当
日
午

前　

時
受
付

１１

○
青
年
相
撲
大
会

�問
 
　

曲
野
青
年
団
長
・
河
野
雅
晃

�
０
９
０
―
４
３
４
１
―
５
４
３
７

曲
野
青
年
団

赤
ち
ゃ
ん
の
土
俵
入
り

パソコンをお持ちの皆さん

ふるさとメールにご登録を！
　

　宇城市と熊日が協力してふるさとの様子をＥメー

ルでお伝えするメールマガジン「宇城市ふるさと

メール」を、毎週木曜日に無料で配信中。わがまち

の出来事や特産品・イベント情報など、熊日紙面に

掲載されたニュースと共にメールでお届けします。

　また、登録者を対象に毎月１回抽選を実施します

ので、毎月プレゼントのチャンスが巡ってきます。

申込方法　ホームページ「くまにちドットコム」の

登録ページ（http://kumanichi.com/fmail/uki.html）に

アクセスしてご登録ください。

�問 　広報統計課　�３２―１１１１

９月のプレゼント

●しょうゆ詰め合わせセット　５名様
　三角町の（有）みなとしょうゆ醸造元からお届けし

ます。




